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「
宝
く
じ
」の
支
援
を
受
け
て

　
　
　
　

太
鼓
を
購
入
し
ま
し
た

中
国
天
津
市
の
修
学
旅
行
使
節
団
と
の

　
　
　

教
育
交
流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
美
術
館
か
ら

日
食
観
察
用
メ
ガ
ネ
と
義
援
金
を
頂
き
ま
し
た
。

町
で
は
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、み
な
さ
ま
よ
り

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付（
ふ
る
さ
と
納
税
）を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
12
月
ま
で
に
次
の
方
々
よ
り
、
あ
た
た
か

い
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　
　
緑
川
　
尊
雄
　
様
　
（
福
島
県 

い
わ
き
市
）

　
　
岡
田
　
戰
司
　
様
　
（
東
京
都   

中
野
区
）

　
　
渡
辺
　
和
彦
　
様
　
（
東
京
都   

渋
谷
区
）

　
　
中
谷
　
文
治
　
様
　
（
新
潟
県   

日
町
市
）

　
　
大
沢
　
　
尚
　
様
　
（
東
京
都   

中
野
区
）

　
　
中
坊
　
徹
次
　
様
　
（
京
都
府 

　
宇
治
市
）

　
　
石
井
　
征
樹
　
様
　
（
千
葉
県 
　
千
葉
市
）

　
　
額
谷
　
一
夫
　
様
　
（
埼
玉
県 

　
所
沢
市
）

　
　
小
佐
野
　
裕
　
様
　
（
東
京
都 

　
港  
区
）

　
　
野
村
　
　
滋
　
様
　
（
東
京
都 

　
港  

区
）

　
　
堀
口
　
和
哉
　
様
　
（
神
奈
川
県
　
藤
沢
市
）

■
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
」

　
個
人
が
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
５
千
円
を
超
え
る

寄
付
を
行
っ
た
場
合
、
５
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
一
定
限
度
（
お
お
よ
そ
個
人
住
民
税
の
１
割
の
額
）

ま
で
は
個
人
住
民
税
と
所
得
税
を
あ
わ
せ
て
全
額
控
除

す
る
制
度
で
す
。

　
ご
寄
付
い
た
だ
け
ま
す
と
、
寄
付
金
の
受
領
証
を
添

え
て
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
所
得
税
の
還
付
と
個
人
住
民
税
の
税
額
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
富
士
河
口
湖
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
制
度
は
、
富
士

河
口
湖
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
賛
同
す
る
個
人
、
団
体
か

ら
広
く
寄
付
金
を
募
り
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
寄
付
者

の
意
向
を
各
種
事
業
に
反
映
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々

な
人
々
の
参
加
に
よ
る
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
所
管
す
る
「
平
成

23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
の
支
援
を
受
け
、

太
鼓
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
「
宝
く
じ
」

の
売
上
金
を
活
用
し
て
地
方

公
共
団
体
等
の
活
動
に
支
援

さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
事
業

を
活
用
し
、
富
士
河
口
湖
町

で
活
動
さ
れ
て
い
る
「
高
尾

太
鼓
」
で
利
用
す
る
太
鼓
を

整
備
い
た
し
ま
し
た
。
「
高

尾
太
鼓
」
は
同
志
メ
ン
バ
ー

へ
の
継
承
、
町
内
の
繁
栄
と

地
元
青
少
年
の
育
成
を
め
ざ

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
町

の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
１
月
18
日
、
船
津
小
学
校
で
富
士
河
口
湖
町
と
中
国

天
津
市
の
３
小
学
校
か
ら
な

る
修
学
旅
行
使
節
団
と
教
育

交
流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
船
津
小
学
校

５
年
生
か
ら
、
お
正
月
に
ち

な
ん
だ
日
本
の
遊
び
な
ど
を
歌

を
交
え
て
紹
介
し
ま
し
た
。
福

笑
い
で
仕
上
が
っ
た
お
か
め

の
福
面
は
会
場
の
笑
い
を
誘

い
、
日
本
の
遊
び
に
興
味
が
わ

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
息
の
合
っ
た
船
津

小
ソ
ー
ラ
ン
節
の
演
舞
で
は
大

き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
天
津
市
の
児
童
か
ら
は
、

フ
ル
ー
ト
の
演
奏
や
合
唱
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
短
い
間
で

す
が
、
和
や
か
な
時
間
を
と
も

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
帰
る
際
に
は
、
握
手
し
た
り
照
れ
な
が
ら
も
中
国
語

で
「
再
会
」
と
別
れ
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
り
と
名

残
惜
し
く
見
送
り
ま
し
た
。

　
１
月
18
日
、
河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
美
術
館
で
新

館
長
の
就
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
場
で
、
町
長
ら
が

祝
辞
を
述
べ
た
の
に
続
き
、
稲

川
素
子
館
長
か
ら
町
の
観
光

と
世
界
に
向
け
て
認
知
度
を

上
げ
る
こ
と
に
心
血
を
注
ぎ

た
い
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
い
て
町
内
の
全
小
学
生
に

教
育
の
一
環
と
し
て
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
河
口
小

学
校
の
代
表
３
名
の
児
童
が

壇
上
に
上
が
り
、
今
年
の
５

月
21
日
に
金
環
日
食
が
観
察

で
き
る
よ
う
に
と
観
察
用
メ

ガ
ネ
の
目
録
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
園
内
に
あ
る
「
願
い
の
泉
」
に
投
入
さ
れ
た

お
金
「
１
２
５
、
９
０
５
円
」
が
東
日
本
大
震
災
の
義

援
金
と
し
て
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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「
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
」
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

　
寒
い
冬
に
体
が
温
ま
る
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
キ
ー
マ
カ

レ
ー
を
作
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
２
月
25
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜 

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　

■
定
　
員
　
30
名 

■
材
料
費
　
１
０
０
０
円

●
問
合
先
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館 

　
　
　  

　
　
TEL
７
２‐

３
０
８
２

　
富
士
河
口
湖
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
は
、
富
士
河
口

湖
町
を
訪
れ
た
観
光
客
の
方
々
に
町
内
の
魅
力
を
ご
案

内
し
、
思
い
出
に
残
る
旅
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
歴
史
、
文
化
、
自

然
を
中
心
に
勉
強
会
や
現
地
研
修
も
１
月
１
回
程
度
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
１
月
の
研
修
会
は
河

口
湖
畔
の
「
小
正
月
行

事
（
道
祖
神
祭
り
）
廻

り
」
を
行
い
、
各
地
域

の
特
徴
を
現
地
を
見
な

が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
富
士
河
口
湖

ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
」

で
は
、
会
の
活
動
に
ご
賛

同
い
た
だ
け
る
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
合
先
　

　
富
士
河
口
湖
町
観
光
連
盟
　
TEL
７
２‐

３
１
６
８

８
種
類
の
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た

キ
ー
マ
カ
レ
ー
と
手
作
り
ナ
ン
講
習
会

ハ
ー
ブ
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

～映画館のない町の映画祭～

５回目をむかえる富士山・河口湖映画祭は、多彩な企画満載でパワーアップ！家族、ご友人お誘いあわせのうえ、
ぜひご来場ください！

　　　　　　① [２月１８日] ４回シナリオコンクール・グランプリ作品『鐘楼のふたり』映画初公開！

　　　　　　② [２月１８日] ５回シナリオコンクール表彰式（審査委員長：岡田惠和さん）

　　　　　　③ [２月１８日～１９日] 各種映画上映

★開催日　平成24年2月18日（土）・19日（日）
★会　場　勝山ふれあいセンター（さくやホール） 入場無料

映画祭の詳細はこちら　http://www.fujisan.ne.jp/
映画祭に関するお問合せ　観光課 ７２-３１６８／河口湖ステラシアター ７２-５５８８

第5回

『湖の中の観覧車』『小さな大きな富士山と』　
『いつか見る富士山』『コトバのない冬』
　『チンゲンサイの夏休み』ほか

「地域」に独自の視線を投げかけて製作された気鋭映画監
督の作品を４本上映。
◆上映作品 『青い青い空』『休暇』『今日という日が最後なら』
　　　　　　　　　　　『モノクロームの少女』
◆会場 河口湖ステラシアター 小ホール　　 
◆入場料 ５００円（期間中何度でも入場可）

『怪盗グルーの月泥棒』『旭山動物園物語』
『きょうを守る』『最後の忠臣蔵』
『ノルウェイの森』ほか

２月１９日

２月１７日

２月１８日

主なイベント

関 連 企 画

うみ

※会場では東日本大震災で被災された方の撮影した「３.１１市民が撮った震災写真」のパネル展示を行います。

※陸前高田の今について取材した内容を元に制作したドキュメンタリー映画『きょうを守る』は、陸前高田出身の
　山梨県立大学３年生の菅野結花さんが制作した映画です。

気鋭映画監督作品上映会　～地域からの視線～

２月１１日～１７日

富士山・河口湖映画祭をより大きく育てていくための情報交
換、懇親の場です。
◆日　時 ２月１７日（金） １７：３０～　　　
◆会場 ハーブガーデン四季の香り
◆参加費 ３，０００円（食事・飲物含む）　　
◆申込み 観光課 ７２-３１６８　　◆申込み期限　２月１５日

富士山・河口湖映画祭　前 夜 祭



富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報 4

　
１
月
17
日
、
町
役
場
に
お
い
て
自
治
会
長
区
長
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
、
新
自
治
会
長
・
区
長
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、
各
地
区
の
代
表
及
び
町
連
合
自
治
会
長
の
選
出
も

行
な
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
大
嵐
区
・
富
士
ヶ
嶺
区
の
区
長
は
ま
だ
任
期
の
途
中

で
す
の
で
、
改
選
し
た
際
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
町
連
合
自
治
会
長
　
　
　
流
石
　
尚
（
勝
山
）

　
○
船
津
地
区
代
表
　
　
　
井
出
　
隆
（
本
町
）

　
○
小
立
地
区
代
表
　
　
　
渡
辺
周
次
（
乳
ケ
崎
区
）

　
○
大
石
地
区
代
表
　
　
　
梶
原
啓
一
（
中
村
区
）

　
○
河
口
地
区
代
表
　
　
　
外
川
昌
宏
（
第
三
）

　
○
勝
山
地
区
代
表
　
　
　
流
石
　
尚
（
第
三
区
）

　
○
足
和
田
地
区
代
表
　
　
渡
辺
　
中
（
西
湖
区
）

　
○
上
九
一
色
地
区
代
表
　
伊
藤
正
夫
（
富
士
ヶ
嶺
）

船
津
地
区

＝
自
治
会
長
＝

【
揚
　
町
】
三
浦
恒
雄
　
　
【
浜
町
】
渡
辺
　
保
　

【
若
松
町
】
中
村
幹
夫
　
　
【
上
町
】
外
川
秀
一

【
松
場
一
】
宮
下
清
文
　
　
【
松
場
二
】
道
本
晃
一

【
湖
南
一
】
和
光
太
郎
　
　
【
湖
南
二
】
小
佐
野
一
男

【
湖
南
三
】
山
中
松
次
郎
　
【
本
町
二
】
渡
辺
正
夫

【
七
の
一
】
小
佐
野
福
男
　
【
七
の
二
】
渡
辺
高
一

【
七
の
三
】
藤
井
　
誠
　
　
【
七
の
四
】
外
川
勝
美

【
南
台
一
】
地
主
五
郎
　
　
【
南
台
二
】
渡
辺
　
勝

【
七
の
中
】
外
川
俊
行
　
　
【
市
道
】
後
藤
栄
仁

【
富
士
見
一
】
高
村
錠
治
　
【
富
士
見
二
】
勝
田
一
夫

【
富
士
見
三
】
髙
宮
郁
雄
　
【
富
士
見
四
】
渡
辺
　
弘

【
本
　
町
】
井
出
　
隆
　
　
【
上
の
段
下
】
草
田
　
透

【
上
の
段
中
】
小
林
綱
義
　
【
上
の
段
上
】
武
藤
光
三

【
高
尾
町
】
渡
辺
孝
保
　
　
【
県
営
住
宅
】
中
込
亜
矢
子

【
高
尾
南
】
志
村
　
厚
　
　
【
富
士
見
タ
ウ
ン
】
羽
田
政
明

【
河
口
湖
通
】
駒
沢
信
治
　
【
大
久
保
】
小
林
　
勉

【
宮
森
】
宮
下
昌
一
　
　
　
【
大
池
】
白
壁
和
久

【
浅
川
】
外
川
　
眞

＝
行
政
区
長
＝

【
山
彦
】
渡
辺
利
文
　
　
【
竹
の
子
松
場
】
井
出
　
明

【
湖
南
】
和
光
太
郎
　
　
【
富
士
桜
ス
バ
ル
】
渡
辺
忠
男

【
青
空
う
そ
ぶ
き
】
長
山
和
男
【
富
士
】
渡
辺
一
正

【
蜂
の
子
】
武
田
秀
男
　
　
　
【
浅
川
】
外
川
豊
秀

【
ひ
ば
り
】
渡
辺
金
一
郎
　
　
【
富
士
見
】
渡
辺
　
弘

【
高
尾
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
】
小
林
　
謙

【
高
尾
南
】
志
村
　
厚

小
立
地
区

【
乳
ケ
崎
】
渡
辺
周
次
　
　
【
林
】
坂
本
治
雄

【
久
保
】
渡
辺
　
豊
　
　
　
【
八
丁
屋
】
小
俣
　
勲

【
西
】
大
石
幹
雄

【
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
】
堀
内
昭
宏

【
河
口
湖
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
】
渡
辺
大
樹

大
石
地
区

【
中
沢
】
鎌
倉
強
正
　
　
　
【
上
手
】
堀
内
親
良

【
東
村
】
堀
内
千
秋
　
　
　
【
下
条
】
流
石
朝
之

【
後
藤
】
堀
内
重
富
　
　
　
【
中
村
】
梶
原
啓
一

【
湯
口
】
貴
家
　
豊
　
　
　
【
ペ
ン
シ
ョ
ン
】
船
橋
　
徹

【
松
風
台
】
曽
根
弘
至

河
口
地
区

【
第
一
】
古
屋
清
晴
　
　
　
【
第
二
】
中
村
勇
名

【
第
三
】
外
川
昌
宏
　
　
　
【
第
四
】
中
村
　
力
　
　
　

【
第
五
】
梶
原
　
宏
　
　
　
【
第
六
】
中
村
信
也

勝
山
地
区

【
第
一
区
】
小
佐
野
元
美
　
【
第
二
区
】
小
佐
野
健
一

【
第
三
区
】
流
石
　
尚

足
和
田
地
区

【
長
浜
地
区
】
三
浦
由
行
　
【
西
湖
地
区
】
渡
辺
　
中

【
根
場
区
】
渡
辺
豊
久

【
町
営
大
嵐
団
地
】
堀
内
幸
則

上
九
一
色
地
区

【
精
進
区
】
渡
辺
正
俊
　
　
【
本
栖
区
】
伊
藤
正
一

　
町
内
に
は
、
68
の
自
治
会
（
船
津
地
区
35
、
小
立
地
区
７
、
大

石
地
区
９
、
河
口
地
区
６
、
勝
山
地
区
３
、
足
和
田
地
区
５
、

上
九
地
区
３
）
が
あ
り
、
快
適
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
各
団
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
行
事
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
昨
年
の
大
震
災
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
自
治

会
の
地
域
防
災
に
お
け
る
役
割
に
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
も
自
治
会
活
動
に
加
わ
り
、
近

隣
の
方
と
親
睦
を
深
め
な
が
ら
地
区
共
通
の
課
題
や
防
災
活

動
に
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
、
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
24
年 

新
自
治
会
長
・
区
長
が

　
　
　
　
　
　
　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
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平成２４年成人者のつどい 誓いのことば

　
本
日
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
成
人
式
を
挙
行
し

て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
先
ほ
ど
は
町
長
さ
ま
を
は
じ
め
、

ご
来
賓
の
皆
様
よ
り
力
強
い
励
ま
し

と
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
成
人
と
な
っ
た
喜
び
と
と
も
に
、

お
と
な
と
し
て
の
自
覚
を
も
つ
大
切

さ
を
強
く
感
じ
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
一
杯
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
霊
峰
富
士
そ
し
て
美

し
い
湖
と
自
然
に
囲
ま
れ
た
素
晴
ら

し
い
環
境
の
も
と
で
、
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。
こ
の
地
で
過
ご
し
た
日
々

は
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
各
々
の
心

の
中
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
い
つ
に
な
っ
て
も
変

わ
ら
な
い
も
の
は
、
い
つ
も
温
か
く

迎
え
て
く
れ
る
家
族
、
数
年
ぶ
り
に

会
っ
て
も
笑
顔
で
話
せ
る
友
だ
ち
、

優
し
く
話
し
か
け
て
く
れ
る
地
域
の

方
々
。

　
今
ま
で
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た

多
く
の
人
達
に
「
あ
り
が
と
う
」
の

言
葉
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
昨
年

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
は
、
被
災
地
に
大
き
な
爪
痕
を

残
し
、
日
本
全
体
に
暗
い
影
を
落
と

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
笑
顔
で
助
け

合
い
、
前
に
進
ん
で
い
こ
う
と
す
る

姿
に
、
人
々
の
温
か
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
何
が
出

来
る
か
を
考
え
、
一
日
も
早
い
復
興

に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
新
成
人
の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

と
し
て
い
る
今
、
私
た
ち
は
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
に
し
て
社
会
や
地
域
に

貢
献
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
支
え

て
い
た
だ
い
た
分
、
今
度
は
私
た
ち

が
守
り
、
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
が
担
っ
て
い
く
未
来
、
歩

ん
で
い
く
道
に
は
幾
多
の
苦
労
や
困

難
が
待
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
時

に
立
ち
止
ま
り
、
後
ろ
を
振
り
返
り
、

涙
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
、

本
当
の
幸
せ
は
苦
労
を
乗
り
越
え
た
後

に
や
っ
て
く
る
と
言
い
ま
す
。
し
っ
か
り

前
を
向
い
て
行
こ
う
と
す
る
、
ひ
た

向
き
な
気
持
ち
を
常
に
持
ち
続
け
、

無
限
の
可
能
性
に
挑
戦
で
き
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
個
性
を
輝

か
せ
る
次
代
の
主
人
公
と
な
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
今
日
と
い
う
門
出
の
日

を
多
く
の
仲
間
た
ち
と
迎
え
る
こ
と
が

出
来
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ

の
後
、
何
年
経
と
う
と
も
富
士
河
口

湖
町
で
育
っ
た
誇
り
を
胸
に
、
仲
間

た
ち
と
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
い
く
こ
と

を
お
約
束
し
、
誓
い
の
言
葉
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　 

　
平
成
二
十
四
年
一
月
八
日

　
　
　 

新
成
人
代
表
　
渡
辺
　
麻
衣
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。
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成
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月
八
日

　
　
　 

新
成
人
代
表
　
渡
辺
　
麻
衣
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富
士
河
口
湖
町
は
、
森
林
整
備
の
推
進
を
図
る
た
め
、
森

林
法
の
規
定
に
よ
り
策
定
す
る
森
林
整
備
計
画
案
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。こ
の
計
画
案
に
意
見
が
あ
る
場
合
は
、
縦
覧

期
間
中
、
町
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
期
　
間
　
２
月
７
日
（
火
）
〜
３
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

■
場
　
所
　
富
士
河
口
湖
町
役
場
農
林
課

●
問
合
先
　
町
役
場
農
林
課
　
TEL
７
２‐
１
１
１
５

　
日
本
の
月
探
査
機
「
か
ぐ
や
」
。
膨
大
な
デ
ー
タ
を
地
球
へ

と
送
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
デ
ー
タ
の
中
に
は
、
富
士
山
麓

に
も
数
多
く
あ
る
よ
う
な
洞
窟
に
空
い
た
と
思
わ
れ
る
縦
孔

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、こ
う
し
た
月
の
デ
ー
タ
を
見
な
が

ら
、
皆
様
に
月
の
世
界
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

■
日
　
時
　
３
月
10
日
（
土
）
午
後
４
時
〜
５
時
30
分

■
会
　
場
　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
　
■
定
　
員
　
60
名

■
参
加
費
　
無
料
　
　
■
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
　

■
講
　
師
　
春
山
純
一
氏

　
　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
宇
宙
科
学

　
研
究
所
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
助
教 

、
県
立
会
津
大
学
　
客
員

　
上
席
准
教
授 

、
国
立
熊
本
大
学
　
客
員
准
教
授 

　
京
都
大
学
　
大
学
院
卒
　
理
学
博
士 

　
「
か
ぐ
や
」
に
搭
載
さ
れ
た
科
学
探
査
カ
メ
ラ
「
地
　

　
形
カ
メ
ラ
」
の
主
責
任
研
究
者
を
務
め
る
。

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
７
２-

６
０
５
３

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
河
口
湖
町
森
林
整
備
計
画
案
の

縦
覧
に
つ
い
て

富
士
河
口
湖
町
森
林
整
備
計
画
案
の

縦
覧
に
つ
い
て

宇
宙
科
学
研
究
所
・
富
士
河
口
湖
町
教
育
委
員
会

連
携
特
別
講
座

日
本
の
月
探
査
機「
か
ぐ
や
」が
み
た
も
の

日
本
の
月
探
査
機「
か
ぐ
や
」が
み
た
も
の

町税滞納削減アクションプランに基づく成果
　平成２３年１２月に広報誌や町ホームページにて、収納率の向上・滞納額の削減に取り組むため、アクションプ
ランを策定し町民の皆さまに公表しました。
　つきましては、そのアクションプランに基づき１２月までの成果をお知らせします。

税　目
町　税

国民健康保険税
７５．８３％
５９．７７％

平成２２年１２月
７６．２０％
６０．４２％

平成２３年１２月
０．３７％↑
０．６５％↑

比　較
【１】現年度賦課分における収納率の比較

税　目
町　税

国民健康保険税
８７，９２２千円
３１，１８１千円

３９件
５５件
８４件
１５９件
１３３件

平成２２年１２月
７５，０７７千円
３２，４４４千円

平成２３年１２月
―１２，８４５千円↓
１，２６３千円↑

比　較
【２】過年度滞納分における収納額の比較

年　度
平成１９年度
平成２０年度
平成２１年度
平成２２年度

平成２３年１２月現在

差押件数
【３】差押の状況

１２，０８０千円
１，０５０千円
１，２５３千円

―
９５千円
６９千円

―
６７８千円
４３１千円

１，０１０千円
６，６１６千円

２３，２８２千円

７８件
２件
５件
３６件
４件
１件
１件
１件
２件
１件
２件

１３３件

区　分
預　金
定期預金
生命保険
不動産

国税（所得税）
診療報酬
自動車車検証
賃貸借料
給　与
出資金
売掛金
合　計

差押金額件  数

＊町税（個人町民税・法人町民税・固定資産税・軽自動車税）

＊町税（個人町民税・法人町民税・固定資産税・軽自動車税）

　現在、「税金を滞納している方」「生活困
難や事業不振などにより今後の納税に不安
を感じるという方」は、早めに一度納税相談
を受けてください。

富士河口湖町役場　税務課　収納係
電話０５５５－７２－１１１３




